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1  等式の変形 次の等式を〔　〕の中の文字について解きなさい。 8 点× 4 〔32 点〕
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式の計算⑵第３回

2  等式の変形 面積が 5 cm2である三角形の底辺の長さを x cm，高さを y cmとします。
　このとき，yを xの式で表しなさい。 〔14 点〕
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×（底辺）×（高さ）　　この式に代入して，yについて解く。
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3  文字式の利用 ある式に x+2yを加えると，2x-5yになります。この「ある式」を答えなさ
い。 〔14 点〕

 

 （ x-7y ）
「ある式」を Aとすると，A+（x+2y）=2x-5y　　したがって，A=2x-5y-（x+2y） となる。
A=2x-5y-（x+2y）=2x-5y-x-2y=x-7y

4  文字式の利用 連続する 3つの奇数の和は，6でわると 3余ります。このことを，文字を使
って説明しなさい。 〔20 点〕

� 

�

　 

� 

�

nを整数とすると，連続する 3つの奇数は，2n-1，2n+1，2n+3と表される。
それらの和は，（2n-1）+（2n+1）+（2n+3）=6n+3
nは整数だから，6nは 6の倍数である。したがって，6n+3は 6でわると 3余る。
つまり，連続する 3つの奇数の和は，6でわると 3余る。
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5  文字式の利用 右の表は，自然数を 1から小さい順に横に 4つずつ並べ

たものです。この表の中で，  のように，縦に並んだ 3つの数の和は

3の倍数になります。このことを，文字を使って説明しなさい。 〔20 点〕
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中央の自然数を nとすると，縦に並んだ 3つの数は，n-4，n，n+4と表される。
それらの和は，（n-4）+n+（n+4）=3n

nは整数だから，3nは 3の倍数である。
したがって，縦に並んだ 3つの数の和は，3の倍数になる。


